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論文審査の要旨（400字以内） 

 

帝王切開時の脊髄クモ膜下麻酔において麻酔薬の拡がり（麻酔高）に影響を

及ぼす諸要因について検討した後ろ向き研究である。対象を麻酔直後の麻酔

高により適切群（Th6以上）と不適切群（Th6未満）に分けて解析した結果、

妊婦の BMIが 23以下、妊娠週数が 37週以下、出生体重が 2500以下で麻酔

高が不適切となるリスクが高くなることが示された。欧米では BMI23 以下の

妊婦は希少であり、低 BMIが帝王切開時の麻酔効果に影響を及ぼすとする報

告はこれまでになく、本研究の意義は大きいと言える。ただし、後ろ向き研究

ゆえの限界があり、今後はより対象患者の条件をコントロールした前向き研

究の実施が望まれる。論文の背景、方法、結果、考察の記載はいずれも適切で

あり、審査時の質問にも適切に回答し、本研究の意義と限界を客観的に理解で

きていると評価した。 

  

                                

 

 本要旨は当該論文が第二次審査に合格した後の 1 週間以内に医学部学務課

へご提出下さい。（本学学会雑誌に公表）[学校教育法学位規則第 8条] 
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